





Thispaperprovidesinformation on themusiceducation system in early childhood
education andcare（ECEC）andpre-primary education in Finland.Theresearchervisited
eighteducationalinstitutionsinHelsinkiandEspooin2014and2015,observedmusicclasses















based on a theory ofdevelopmentofmusicalability in children.Themusicplayschool


































































































































ー」，「2 ECECとは何かECECにおける価値教育目的」，「3 ECECの実施」，「4 親の協力」，































































































































































































































































































































表4 エスポー市:ヌオッタクンタ保育園 ＜6歳児＞ （2015.3.10.講師 InkaHameenaho-Vaara）
持続時間 各セクションの音楽的内容 備考（曲名，譜例など）















































































































































































































































































16 本稿では，英訳版 FinnishNationalBoardofEducation,・NationalCoreCurriculum forPre-primary
Education2010・を参照した。引用文のデータも全てこの英訳版に基づいている。
17 Ibid.,p.6.
18 Ibid.,p.10.
19 注13，p.22.
20 Ibid.,p.26.
21 Ibid.,pp.1415.
22 Ibid.,p.20.参照。
23 19世紀末から20世紀にかけて，フィンランドの民俗音楽研究が優れた研究成果を上げていたことは，イル
マリクローンの旋律分類法がハンガリーのバルトークに影響を与えたことからも明らかである。ただ，現
在のフィンランドでは民俗音楽研究と学校音楽教育の間に特に密接な関連はないようだ。この辺りの事情に
ついてはまだ十分調査できていない。
24「音楽小学校」とは，正規の小学校カリキュラムの他に，音楽の授業を重点的に行う学校のことである。筆
者が見学した東ヘルシンキ音楽学校併設小学校では，小学校と音楽学校が連携して，1年生からソルフェー
ジュ（読譜）や器楽のレッスンを行っている。
25 カンテレは，3000年の歴史をもつフィンランドの伝統的なツィター属の楽器である。学校などで演奏され
ている5弦タイプ（写真1参照）が最もポピュラーだが，音楽学校では，もっと弦の数も多く，移調も可能
な大型のカンテレのレッスンを受けることができる。
26 音楽学校と音楽プレイスクールに関する情報は，2015年3月9日に行われたエスポー音楽学校長Paula
Jordan氏へのインタビュー，及び，Jordan,Paula,・MusicEducationinFinland・2014.10.China.と
Pispanen,Ula,・EarlyChildhoodMusicEducationinEspooMusicInstitute,Finland・,2013.10.26.
EMO.の資料に基づいている。
27 以前は，美術学校や音楽学校にもかなりの公的資金が出ていたが，最近は予算削減で親が資金集めをしなけ
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ればいけなくなっている。私立のエスポー音楽学校の年間予算は約400万ユーロで，政府から53％，エス
ポー市から26％，生徒の月謝から20％が捻出されている。
28 PaulaJordan氏へのインタビューから。
29 タピオラとは，森林を切り開いて，公共施設や工場，集合住宅を立て，一つの都市機能をもたせるように人
工的に造られた地域のことである。第2次世界大戦前から始められ，建物の色や高さ，屋根の勾配まで決め
られた都市計画として，世界中の建築家の関心を集めた。「タピオラ」という呼称は，民族の叙事詩「カレ
ワラ」に登場する「タピオ（森の神殿）」が語源である。エスポー音楽学校も，このタピオラの文化センタ
ーの中に在る。
30 PaulaJordan氏へのインタビューから。
31 子どもたちの映像を公開しないという条件で撮影を許可されたので，写真資料は添付しない。
32 副園長の談話から。2015.3.10．
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